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1.  平成25年3月期第3四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 19,873 1.0 200 △4.1 228 △2.5 129 △0.6
24年3月期第3四半期 19,678 △3.0 208 △3.4 234 △0.7 130 △7.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 25.41 ―
24年3月期第3四半期 26.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第3四半期 7,589 4,532 59.7 890.45
24年3月期 7,088 4,465 63.0 877.03
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  4,532百万円 24年3月期  4,465百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
25年3月期 ― 0.00 ―
25年3月期（予想） 12.00 12.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,124 2.8 300 3.6 327 1.8 200 15.1 39.41



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料６ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）第1四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。詳細
は、添付資料６ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 5,500,000 株 24年3月期 5,500,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 409,776 株 24年3月期 408,799 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 5,091,187 株 24年3月期3Q 4,986,201 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変
化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間における我が国経済は、景気の後退局面に領土問題が重なり、中国へ向けた輸出に危機が訪

れました。また、日本のお家芸である弱電の国際企業における巨額の赤字が報じられたことで、株式市場は低調とな

りました。しかし個人消費においては、11月中旬から寒波が到来したことで百貨店では冬物衣料が良く売れ、また、

レジャー支出は依然として好調でした。総じて、外需低調、内需小確りという経済動向でありました。  

 このような経済状況の中、当社はTPOにあわせ、基本に忠実な集荷販売活動を行いました。10月末のハロウィーン

や実りの秋、クリスマス、お歳暮、お正月の花、また結婚式と葬祭の花、選挙当選や入閣祝いの胡蝶蘭などでありま

す。そして成長のKEYをオンディマンドの物流において、多種多様かつ大量の商品でも、計画した通りの納品時間を

実現することにより競争力を高めました。ですが、前期に実施したせり機更新の影響による減価償却費の負担が増加

したことなどにより、利益面では減益となりました。 

 以上の結果、当第３四半期累計期間（平成24年４月～12月）の業績は、売上高 千円（前年同四半期比

％増）となり、内訳をみますと、切花の取扱高 千円（前年同四半期比 ％増）、鉢物の取扱高

千円（前年同四半期比 ％増）、付帯業務収益 千円（前年同四半期比 ％増）となりました。利

益につきましては、営業利益 千円（前年同四半期比 ％減）、経常利益 千円（前年同四半期 ％

減）、四半期純利益 千円（前年同四半期 ％減）と増収減益となりました。 

   

 なお、当社は花き卸売事業単一セグメントであるため、セグメント別の記載は行なっておりません。 

  

 切花、鉢物に関する品目別の概況は次の通りです。 

   

切花 

  

・輪菊では主力の白菊は、生育時期の寒さや原油高による加温不足などから、春先の入荷量が前年より少なくなりま

した。品薄のため販売金額は前年を大きく上回りました。しかし６月になると業務・小売需要とも乏しく相場は低

迷、そのため充分な集荷もできず、販売金額も前年を下回りました。需要の落ち込みから、在庫を抱える販売先も多

く、７月に入っても相場は低迷しました。加えて７月の作付け量が例年より多いことで入荷量が増えたことも相場の

低迷に拍車をかけました。８月はお盆や業務需要を、９月はお彼岸の需要を中心とした取引となりました。10月は前

年、品薄のため相場が高騰したこともあり、それと比較すると大きく下げていますが、これは例年並みの相場と言え

ます。11月は品種の切り替え時期がずれこんだことで入荷が重なり需要に対して潤沢、やや弱めの相場で推移しまし

た。12月は年末の需要期に向け出荷のピークを迎えますが、出荷が遅れた産地もあり前年に比べるとやや少なめの入

荷となり、相場を崩すことなく安定した販売が続きました。 

・小菊は、前年の４月から５月にかけて、震災の影響で相場が低迷したため、出荷を調整する産地があったこともあ

り、入荷量は減少しました。そのため、今年は前年と比較すると入荷量は増加しましたが、これは例年並の水準と言

えます。７月は生育良く開花が進むこととなり、８月のお盆向けのものまでも７月中に出荷されたことで、前年を上

回る潤沢な入荷となりました。そのため相場は低迷しました。８月は、７月中に出荷されたものがあったことで入荷

量が減少、お盆需要期を中心に引き合いが強まりました。干ばつ、高温が続いたことでお彼岸の需要期においても品

薄の状況が続きました。10月は概ね例年並の入荷状況となりましたが、11月以降は入荷量が大きく減少しました。こ

れは、主力産地において生育時期に台風の被害を受けたことによります。この状況は12月に入っても続き、年末年始

に欠かせない商材であるために引き合いが強まりました。 

・スプレー菊は、４月から５月にかけて前年を上回る入荷量となりましたが、白菊の品薄を受け、業務需要を中心に

白系の引き合いが強く、価格を大きく崩すことはありませんでした。６月は、需要が振るわず相場は低迷し、前年を

大きく下回る厳しい販売状況となりました。夏にかけて国内産地においては、小菊同様に７月中に８月に採花を予定

してたものまで開花し出荷されるなど、生産がやや不安定となりました。10月11月は前年に比べ、入荷量が増加しま

したが、小売・業務需要とも乏しいことで厳しい販売状況となりました。12月は台風による被害を受けた産地があっ

たこともあり、やや少なめの入荷となったことと、小菊の品薄に引っ張られたことで、年末にかけて引き合いが強ま

り下位等級品まで安定した販売となりました。  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

19,873,674

1.0 18,127,182 0.7

1,658,294 3.9 88,197 6.2

200,332 4.1 228,827 2.5

129,347 0.6

キク類 売上金額 千円3,813,739 （前年同期比 ％減） 0.9

  取扱数量 千本80,075 （  同    ％減） 0.2
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・バラは、４月と５月は前年並みの入荷量でしたが、価格は前年に比べ上昇したため、販売金額も前年を上回りまし

た。これは、前年は震災後の自粛ムードによりイベントやブライダルといった需要が減少しましたが、本年は例年並

に回復したことによります。６月は業務需要の低迷などから引き合いが弱く、前年を下回る販売金額になりました。

夏には暑さのため、生産が減少しますが、特に上位等級品について不足感がありました。日持ちの面から買い手も敬

遠ぎみで相場は低迷しました。９月になっても暑さが続いたことで、入荷は少なく品質もともなわないことで、前年

を大きく下回る販売金額となりました。10月以降、気温の低下とともに数量、品質とも回復に向かい、需要面でもブ

ライダルを中心とした取引が活発となりました。特に白系・赤系の品種が相場を引っ張りました。また、小売専門店

のバラフェアーなどによる動きも見られました。12月の中旬まではクリスマス向けの需要によって赤系は好調でし

た。期間を通してみるとほぼ前年並みの入荷量、販売金額となりました。 

・スタンダードタイプのカーネーションは、母の日向けの需要期において予想を上回る入荷量となりました。これ

は、前年が好相場だったことで期待感が大きかったことなどによります。しかし、入荷量の増加に加え、品質にばら

つきが見られたことで価格は下落しました。輸入品は夏にかけても品質の低下がみられるものがあり、入荷量、価格

にも影響しました。秋冬に向けて国内産地が切り替わると品質の良いものが入荷したことに加え、イベントや葬儀な

どの需要から好調な取引となりました。12月前半は好調な相場が続いたことで入荷も安定しました。また、寒さのた

め季節品目に開花遅れがみられたため、それらに代わるものとしての引き合いも強まりました。しかし12月後半にか

けて、遅れていた季節品目が揃い始めるとやや失速しました。期間を通してみると、入荷量、販売金額ともに、前年

を少し上回りました。スプレータイプのカーネーションは、国内産地における生産の減少などにより、入荷量が減少

傾向にあります。また、天候の影響により必要な時期に、必要な量が揃わなかったこともありました。品種や色によ

って引き合いの強いものもありますが、全体的には動きは鈍く、特に下位等級品などが仏花で使われる頻度が低くな

るなどしました。これらの結果、前年を下回る入荷量、販売金額となりました。 

・洋ラン類においては、デンファレが、前年の秋に発生した海外主力産地における洪水の影響が残る４月から５月に

かけて、前年より少なめの入荷となり、品薄感から前年を上回る価格で推移しました。６月に入り、入荷量が徐々に

回復すると価格も落ち着きましたが、色によっては不足感が続きました。夏場は前年並みか、それをやや上回る入荷

量となり、お盆・お彼岸を中心とした取引となりました。11月から12月にかけては、前年に比べ入荷量が大幅に増加

していますが、これは前年の同時期に海外主力産地において大規模な洪水が発生し、入荷が大きく減少したことによ

ります。オンシジュームは海外産地を中心に、単価の高い品種に生産が移行しております。期間を通してみると、前

年を上回る入荷量、販売金額となりました。 

  

・ユリ類では、オリエンタルユリが、春から夏にかけて開花が遅れぎみであったため、産地が切り替わる時期に重複

して出荷されるなど、やや不安定な入荷状況となりました。７月から８月にかけては前年並みの入荷量となり、お盆

の需要期を中心に、専門店や花束加工業者などからの引き合いが強まりました。９月は前年に比べると少なめの入荷

量となりましたが、需要には合っていたため不足感はなく、前年と同程度の単価水準で取引されました。10月以降、

気温の低下とともに生育・出荷が遅れる産地もみられました。特に12月の入荷量は前年を大きく下回り、年末に向け

た需要により引き合いが強まりました。テッポウユリは８月、９月は前年並みの入荷量となり、お盆、お彼岸向けの

取引を中心に引き合いが強まりました。しかし需要期が明けるとは動きが鈍り厳しい相場展開となりました。11月頃

より産地の切り替わり時期となりますが、冬に主力となる産地において台風の被害などもあったことで、入荷量は大

きく減少しました。このため業務需要などを中心に引き合いが強まり価格が上昇しました。12月に入っても品薄高は

続きました。しかし数量の減少を補いきれず、期間を通してみると、入荷量、販売金額とも前年をやや下回っていま

す。 

・アルストロメリアは、新規産地が増えたことなどもあり、期間を通してみると前年を上回る入荷量となりました。

ブライダル・葬儀・イベントや仏花といった多岐にわたる需要によって、入荷量が増えても価格が大きく下落するこ

とはなく、期間を通してみると入荷量、販売金額とも前年を上回りました。 

・ダリアは依然人気があり、需要が伸びている品目であるため、各産地とも生産を増やしています。そのため、期間

を通してみると前年を大きく上回る入荷量となりました。販売面から見ても、夏場こそ暑さのために品質・購買意欲

が低下し、前年を下回る相場展開となりましたが、ブライダルシーズンには注文も多く活発な取引となりました。 

・季節商材では、スズランの日にあわせたスズランの販売が好調でした。前年と比べても数量、販売金額ともに大き

く伸びています。アガパンサスは、季節外れの台風により露地物を中心に被害を受け、入荷量が大きく減少しまし

た。クルクマは前年を上回る入荷量となり、販売面でも季節商材として引き合いが強く、通常の時期にも需要期にも

活発に取引されました。チューリップは、主力産地において降雪と低温に見舞われたことで、予定通りに出荷されず

年末に向けて品薄感から単価高となりました。 

洋ラン・バラ・カーネーション 売上金額 千円4,524,341 （前年同期比 ％減） 0.3

  取扱数量 千本75,749 （  同   ％増） 0.6

球根類 売上金額 千円2,776,199 （前年同期比 ％増） 1.0

  取扱数量 千本29,221 （  同   ％減） 2.5
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・トルコギキョウは、天候により不安定な入荷状況となることがありました。春先には、生育時期の寒さにより、開

花が遅れ出荷時期がずれてしまった西南暖地のものがまとまって入荷したことに加え、夏場の主力産地である高冷地

からの出荷も早々に始まったことで、前年を上回る入荷量となりました。そのため例年に比べると価格も伸び悩みま

した。また、夏にかけては高温と降雨が品質面に影響を及ぼし、厳しい販売状況となりました。９月に入っても暑さ

が続いたことで、秋のブライダル向けに作付けされているものが、予定より早く開花・出荷されました。お彼岸が終

わり需要が落ち着いたタイミングでの大量入荷となったため、価格が大幅に下落しました。しかし、10月も後半に入

ると、高冷産地からの出荷は終了し、また西南地方のものは冷え込みの影響で開花が遅れるなどしたために、品薄と

なりました。ブライダル需要も加わったことで相場は徐々に回復しました。年末にかけても国内産地は冷え込みなど

の影響から入荷量が伸び悩むも、輸入品が補いました。期間を通してみると、ほぼ前年並みの入荷量、販売金額とな

りました。 

・ガーベラは、寒さなどから春先は前年より少なめの入荷量となりました。気温の上昇とともに安定して入荷するよ

うになり、母の日においては、他の品目同様引き合いが強まりました。６月以降、高温多湿となるにつれ小売需要が

振るわず、厳しい販売となりました。しかし、生産段階での工夫などもあり、夏の暑さの割には安定した品質のもの

を出荷する産地もみられました。秋にかけては前年より早い時期に改植をしたこと、急激な冷え込みなどにより入荷

量は伸び悩みました。品薄の状況で、秋のブライダルシーズンを迎えたため、特に11月は堅調な取引となりました。

・季節商材では、リンドウの入荷量が前年に比べて増加しました。これは産地との良好な関係構築に努め入荷を促

進、前年以上に当社への出荷シェアを獲得できたことなどによります。また本年から早生品種を導入する産地もあっ

たために７月の入荷量は前年を大きく上回りました。８月９月も良好な生育状況で、前年並みの入荷量となりまし

た。販売面では、お盆、お彼岸の需要期を中心に注文も多く、必要なタイミングに出荷がされたこともあり、前年並

みかそれをやや上回る価格で推移しました。ストックは、天候の影響による生育の遅れから、出荷が始まる時期が例

年より遅れ、12月にいたるまで、まとまった入荷がなく前年を下回る数量となったことで活発に取引されました。 

  

・枝物は、４月から５月にかけて、震災の影響を受け入荷が落ち込んだ前年と比較すると、入荷量は増加しました。

しかし、それ以降は夏の猛暑、秋になっても暑い日が続いたこと、その後、急激に寒くなったことなど天候の影響を

受けたことにより、入荷量は前年を下回る月が多くなりました。お正月商材の松も春先の低温や夏の高温、水不足な

どの影響から草丈の伸びが悪いものなどがあり、産地・種類によっては入荷量が減少しました。当社では、それらに

代わる種類の松を集荷するなどし、結果的に前年と同程度の入荷量となりました。松同様にお正月に欠かせない商材

である千両は、実のつき方やボリュームなどの良い上位等級品は、前年より多く入荷しましたが、高温・干ばつとい

った天候要因に加え、疫病による立ち枯れなどにより、生産量はそのものが減少しました。全国的にみても、特に下

位等級品が大きく不足し、非常に引き合いの強い取引となりました。 

・葉物は期間を通してみると、前年をやや下回る入荷量、販売金額となりました。春は、国産を中心に品薄傾向だっ

たことや、母の日の需要による引き合いがありましたが、６月に入ると他の品目同様、需要の低迷により落ち込みま

した。７月から８月はほぼ前年並みの取引となったものの、９月以降は台風の影響が残り、国内の主力産地からの出

荷が減少するなどし、品種によっては品薄傾向となるものもありました。そのため輸入品の集荷促進に努めるなどし

ました。 

  

草花類 売上金額 千円4,621,557 （前年同期比 ％増） 2.2

  取扱数量 千本91,277 （  同   ％増） 3.1

枝物・葉物 売上金額 千円2,391,344 （前年同期比 ％増） 2.0

  取扱数量 千本45,350 （  同   ％減） 1.5
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鉢物 

  

・洋ラン類では、主力であるファレノにおいて、震災の影響で減少していた生産量が回復し、期間を通して前年をや

や上回る入荷量となりました。販売面では、４月から５月の異動に伴う需要や母の日、６月から７月前半は株主総会

やお中元など、期間前半は底堅い需要があり、単価が安定して推移しました。その後盛夏の時期では特段の需要が無

くやや低調な取引もありましたが、敬老の日には小ぶりのミディファレノが活発に取引されました。10月以降は、秋

の人事異動や叙勲、イベント需要などに加え12月に総選挙が行われたことにより、組閣を終えた年末まで好調が持続

しました。品種構成において大輪系が少なかった事などから、10月以降の需要の増加では特に品薄感が高まり、高値

で取引されたため、販売金額においても前年を上回る結果となりました。 

・花鉢類では、日照不足と寒さの影響により年度当初から出荷が遅れました。しかし販売においても例年にない低温

が続いたため、春の需要期の盛り上がりに欠け、例年に比べ不安定な取引となりました。このような厳しい状況下で

はありましたが母の日には新規のギフト販売に取組み、結果的に春商戦では前年に比べ取り扱い数量と販売金額を大

幅に伸ばしました。盛夏になると入荷量は減少しましたが、例年以上の猛暑により小売の動きも鈍く、販売でも苦戦

しました。秋以降は、この夏の猛暑の影響で品質が低迷し、製品化されずロスとなるものや、生育が遅れるものがあ

りました。お歳暮需要のある12月は、上旬に主力となるシクラメンにおいて出荷の遅れがあり、多くが中旬頃の出荷

となりました。しかし近年、需要側も動きが遅い傾向にあるため、単価も前年比で大差なく需給の一致した安定した

取引となりました。ポインセチアも同様に出荷時期の遅れがありましたが、前年並の入荷量、販売金額となりまし

た。 

・苗物類は、野菜苗において、５月中旬まで低温に悩まされました。５月後半になるとようやく気温が上昇し、動き

が活発になりましたが、６月に出荷がひと段落したところで入荷量が前年を割り始めました。７月以降も品薄が続き

ましたが、真夏は需要が乏しく品質も伴わなかったため、相場は低迷しました。10月以降は例年花苗の動きが活発に

なりますが、秋の植え込みシーズンになってもなかなか気温が下がらなかったため夏花壇の状態が良く、植え替えの

需要が増加しませんでした。また、夏の暑さによる生育遅れのため、パンジーやビオラの入荷が少なく、商品構成の

薄さもあり販売に苦戦しました。このように期間を通して天候の影響を大きく受け、節電対策でゴーヤ苗などが注目

された前年に比べ特別の需要も無かったことなどから、受注数量が振るわず、数量、単価ともに前年をやや下回る結

果となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して500,701千円増加し7,589,558千円となりまし

た。その主な内訳は資産につきましては、現金及び預金の増加278,795千円、売掛金の増加281,697千円であります。 

 負債につきましては前事業年度末と比較して433,288千円増加し3,056,986千円となりました。その主な内訳は受託

販売未払金の増加462,068千円であります。純資産につきましては前事業年度末と比較して67,413千円増加し

4,532,571千円となりました。その主な内訳は剰余金の配当により61,094千円減少し、四半期純利益の計上により

129,347千円増加したことによるものです。 

   

（キュッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末より421,204千円

減少し、2,289,652千円となっております。 

 営業活動の結果増加した資金は、374,572千円（前年同期は418,289千円の増加）となりました。主な増加要因は、

仕入債務の増加475,260千円、税引前四半期純利益228,827千円によるものです。また、主な減少要因は、売上債権の

増加280,597千円、法人税等の支払額166,075千円によるものです。 

 投資活動の結果減少した資金は、722,238千円（前年同期は20,162千円の減少）となりました。主な要因は、定期

預金の預入による支出1,200,000千円、定期預金の払戻による収入500,000千円によるものです。 

 財務活動の結果減少した資金は、73,538千円（前年同期は61,035千円の減少）となりました。この要因は、配当金

の支払額61,218千円及びリース債務の返済による支出12,320千円によるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

  平成24年５月11日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。 

鉢物 売上金額 千円1,658,294 （前年同期比 ％増） 3.9

  取扱数量 千鉢6,904 （  同   ％減） 2.7
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（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

   

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれ

ぞれ 千円増加しております。 

   

   

 該当事項はありません。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

1,444

３．継続企業の前提に関する重要事象等

㈱大田花き（7555）平成25年3月期第3四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

－6－



４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,710,857 2,989,652

売掛金 2,047,390 2,329,087

その他 142,477 118,409

貸倒引当金 △2,305 △2,638

流動資産合計 4,898,420 5,434,511

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 150,805 142,916

工具、器具及び備品（純額） 186,472 207,719

その他（純額） 134,147 140,449

有形固定資産合計 471,424 491,085

無形固定資産 228,344 189,262

投資その他の資産   

関係会社株式 603,735 603,735

長期前払費用 168,181 151,198

その他 764,768 764,164

貸倒引当金 △8,417 △6,800

投資損失引当金 △37,600 △37,600

投資その他の資産合計 1,490,667 1,474,698

固定資産合計 2,190,436 2,155,047

資産合計 7,088,856 7,589,558

負債の部   

流動負債   

受託販売未払金 1,728,752 2,190,820

買掛金 32,635 43,573

未払法人税等 97,627 28,412

賞与引当金 25,822 14,179

その他 210,386 222,255

流動負債合計 2,095,223 2,499,241

固定負債   

退職給付引当金 189,802 216,379

その他 338,671 341,364

固定負債合計 528,474 557,744

負債合計 2,623,698 3,056,986
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成24年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 551,500 551,500

資本剰余金 402,866 402,866

利益剰余金 3,858,274 3,926,527

自己株式 △347,482 △348,321

株主資本合計 4,465,158 4,532,571

純資産合計 4,465,158 4,532,571

負債純資産合計 7,088,856 7,589,558
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 19,678,846 19,873,674

売上原価 17,745,721 17,918,957

売上総利益 1,933,124 1,954,717

販売費及び一般管理費 1,724,155 1,754,385

営業利益 208,969 200,332

営業外収益   

受取利息 3,587 4,375

受取配当金 10,500 10,500

その他 11,753 13,948

営業外収益合計 25,840 28,824

営業外費用   

固定資産除却損 － 329

営業外費用合計 － 329

経常利益 234,809 228,827

特別損失   

災害による損失 1 －

特別損失合計 1 －

税引前四半期純利益 234,808 228,827

法人税等 104,724 99,480

四半期純利益 130,083 129,347
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 234,808 228,827

減価償却費 109,173 127,875

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,432 △11,643

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,963 26,576

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,533 △1,284

受取利息及び受取配当金 △14,087 △14,875

有形固定資産除却損 － 329

有形固定資産売却損益（△は益） － △8

売上債権の増減額（△は増加） △1,066,262 △280,597

仕入債務の増減額（△は減少） 1,199,865 475,260

未収入金の増減額（△は増加） 95 △274

その他 27,946 △24,158

小計 505,603 526,027

利息及び配当金の受取額 13,645 14,620

法人税等の支払額 △100,958 △166,075

営業活動によるキャッシュ・フロー 418,289 374,572

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △200,000 △1,200,000

定期預金の払戻による収入 100,000 500,000

有価証券の売却による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △25,594 △61,528

有形固定資産の売却による収入 － 50

無形固定資産の取得による支出 △3,210 △10,539

貸付金の回収による収入 48,642 119,779

関係会社貸付けによる支出 △40,000 △70,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,162 △722,238

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △49,682 △61,218

リース債務の返済による支出 △11,353 △12,320

財務活動によるキャッシュ・フロー △61,035 △73,538

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 337,091 △421,204

現金及び現金同等物の期首残高 2,421,694 2,710,857

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,758,786 2,289,652
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 該当事項はありません。   

   

   

  該当事項はありません。 

   

   

 当社は、花き卸売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

   

   

 該当事項はありません。 

  

（注）１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。  

  ２ 上記の数量は、本数で集計しておりますが、鉢物のみ鉢数で集計しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

（７）重要な後発事象

５．補足情報

  

  

前第３四半期累計期間 

（自  平成23年４月１日 
至  平成23年12月31日）

当第３四半期累計期間 

（自  平成24年４月１日 
至  平成24年12月31日） 

 前年同期比  

 数量 

 （千本） 

 金額 

 （千円） 

 数量 

 （千本） 

 金額 

 （千円） 
数量 金額 

 キク類 

 洋ラン・バラ・カーネーション 

 球根類 

 草花類 

 枝物・葉物 

 鉢物  

80,256

75,266

29,982

88,574

46,018

7,094

3,849,590

4,535,830

2,748,044

4,523,199

2,343,442

1,595,710

80,075

75,749

29,221

91,277

45,350

6,904

 

 

 

 

 

 

3,813,739

4,524,341

2,776,199

4,621,557

2,391,344

1,658,294

% 

% 

% 

% 

% 

% 

99.77

100.64

97.46

103.05

98.55

97.32

%

%

%

%

%

%

99.07

99.75

101.02

102.17

102.04

103.92

 花き 小計 327,193 19,595,818  328,578  19,785,477 % 100.42  %100.97

 付帯業務料 －  83,027 －   88,197 －  %106.23

 合計 327,193 19,678,846  328,578  19,873,674  % 100.42  %100.99

㈱大田花き（7555）平成25年3月期第3四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
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